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我が国では、低出生体重児（出生体重 2500g未満）の割合が、1975年には 5.1%であったの
が、1995年には 7.5%、2010年には 9.6%と増加している。妊娠女性に対する低出生体重児
出生を予防するために効果のある予防的介入に関する研究は、科学的根拠に基づき推進す
るべき重要な母子保健課題である。DoHAD説では、低出生体重児は、出生後の予後や死亡率
のみならず、将来の生活習慣病発症のリスクを高めるとされ、先進国で唯一低出生体重児
が増加している我が国の妊娠女性に対する有効な介入パッケージの開発は急務である。国
民栄養調査からは BMIが 18.5未満のやせ型体型の女性が過去 20年で２倍に増加している
ことも明らかになっており、とくに日本ではやせ型の女性の妊娠中の食事摂取の介入に関
する科学的根拠が求められている。 
低出生体重児出生を予防するために効果がある妊娠中の栄養に関しての研究はタンパク質
摂取(Ota 2015)や亜鉛摂取（Ota 2015）,ビタミン C (Rumbold 2015)、ビタミン E(Rumbold 
2015)などのコクラン系統的レビューを出版してきた。これらの科学的根拠を包括的にまと
めるため、妊娠中の栄養で低出生体重児出生予防に効果がある介入をオーバービューレビ
ューとして作成した。低出生体重児出生予防に効果のある妊娠中の栄養摂取の介入の系統
的レビューを精査したところ、タンパク質摂取量の増加と、マルチ微量栄養素の摂取が胎
児の成長を促し、統計的に有意に出生体重を増加させることが明らかになってきた。ビタ
ミン A、カルシウム、亜鉛、マルチ微量栄養素のサプリメントと栄養指導（主にたんぱく質
摂取強化）の５つの介入研究では、低出生体重児出生が有意に減少した。バランスのよい
たんぱく質強化は Small for gestational age (SGA) infants減少に効果があったが、高
たんぱく質摂取は SGA児出生のリスクが増加した。また、二つめの研究として世界の研究
を網羅的に検索し、妊娠中の適正体重増加量に関する系統的レビューを実施した結果、44
研究が含まれた。前向きコホート研究が 20研究、後ろ向きコホート研究が 24研究であっ
た。体重増加曲線をリスクと体系別に図にして、SGA, Large for gestational age (LGA),
低出生体重児,巨大児、早産児をアウトカムとして結果を統合した結果を発表する。 
 
